2026 8 A248 (A) #£17%/voL.17
g, EREEeS

£, ZNENOBHFNS~ EIFZHAERSS5~

b voX

IR RA

BRI A, ZhIIBE, BHRAL, BRbUPHESVTEE LK,

nﬁliéj]mﬁﬁ%rﬂ:%mpbf/\ lﬁﬁgkmﬂ?/\\l\ @Eﬁéimﬁ 7 IL/NA Bk IZ
A A %T%#ré\%%iﬁthAoNoivtﬁwﬁwiiﬁﬁ#ﬁ%
’(Li')ttﬂ»&b’(\/‘%/\o ZAQEM‘@’(%')T\ZLT%\ %ﬂ%ﬂ@ﬂ%?ﬂﬁ%ﬂ
LT A LB unET, 3T, B IAK TgohNIE, tleakwtr R
W T, ‘ , o

LITC2F MO I ET, FROBEZNDEELZIILTVBAL VI,
FEAHLENEBL IR VA, PLERLTVEIABVEITLLEY., BEILAFED
EMVBABCTOALEATT. 2% Mb. TNTNOBAL LS LT > BDH TV
FIEWLrEWE T, ;

(ERLESER) CEREVIL, BAROMIKE-LY, BHY £315%- K
T BAEBVENIRSEN D LNERA, £B. RE-VF—LD)—F—y T
L?vTibnt5$m®%ﬁ£$%m&ibto%:fm\%ﬁﬁ%fb®U—
F-TREVEVIZAHPBAINTVE LR, 74— mpf%&%ﬁ?é%
HHOZEMCA, #0 0 BERET A, Buri< o, BH0REERL
TR, CAVDEYDR, FNFNOBELRBFRCHERET S, 25 Lt%zﬁ%

Y27 R -)—9=-Yv 7T, tvwwiET, ‘

Wiz, TERLSHESER, CVOIERKORO-FPicb, ACLS ERSH S
rEoTwET., 2. b LLh oKL, BFlABKRDZ L EERL THTLAS
(VA TN

I F25LAV, E26-5TH3 N
o ili FAE‘iE/\b‘bT%%(;l{’(J}J:’)J r:‘@%iﬁi;;”(\‘:“%’e”)’(%f;&t_]
KELBEBTLRTHEBVIMYA., BPOAELEHEN ICBEATHS, ZNE, B
W%igéid<5:%ij

2 Eﬁﬂ‘o) rz25 Lz=wvw, EE‘&}%T%

|

l

E%b\ﬁb\%%o’(%«;')tl,’(vf— r%ﬂ L\L\mJ r¥iz5 & 4 Vt—ﬂ’—a‘
"N TH 5, AL/)T’Q |‘/\4Xlik“)i‘@'/u “Eﬁ‘o)ﬂlsﬁk%m&)%:}:% GRS

V=T =Yy TTT,

3 Eh‘h‘b{]\*<§m\‘(&6
BlaziE, ansr oz, o
AN ZeTFHTT,

v or

+ oK 3, BoTuwaAIEs 9172, %

/11

FHRYTH, BADR-—ZTAXRTT., LT, E#m&fza%%uuf<ﬁ
T, TERLEFER, rVI0R. BAGPRLLICHARKEZ I TEHY 2 ¥
ho —ADEYD, ZNTHOBHAT, B2%Y KERKHEb> TV, 20K 2 Y
NN i’[’.rj*"o)-ﬂﬂrakﬁ')'(\,‘(0)7'12:53\\,‘3'3' Z—T-HH —7—1"»«"(:7771“A4k i 5
DEELHIZLTWE T,




	2026年８月24日（月）
	第1７巻/VOL.1７
	校長室だより
	また、それぞれの場所から～ 輝ける明日を創ろう～
	新堀　隆久
	　みなさん、こんにちは。夏休みも、終わりが近づいてきました。
	　部活動の練習に汗を流した人。進路に向き合い、勉強を重ねた人。アルバイトに励んだ人。家で静かに自分を休ませていた人。思うように動けないまま時間が過ぎてしまったと感じている人。どんな夏休みであったとしても、それぞれの時間を過ごしてきたことと思います。まずは、みなさんに「おつかれさま」と伝えたいと思います。
	　もうすぐ２学期が始まります。学校が始まるのを楽しみにしている人もいれば、まだ気持ちが追いつかない人、少し緊張している人もいるでしょう。無理に気持ちを切り替えなくても大丈夫です。２学期も、それぞれの場所から少しずつ始めていけばいいと思います。
	　「生徒全員が主役」…主役というと、みんなの前に立ったり、周りを引っ張ったりする人を思い浮かべるかもしれません。先日、スポーツチームのリーダーシップについて書かれた５年前の新聞記事を読みました。そこでは、主将が必ずしもリーダーではないという考え方が紹介されていました。フィールドで力を発揮する人。仲間の話を聞く人。誰かの挑戦を応援する人。目立たなくても、自分の役割を果たす人。一人ひとりが、それぞれの得意な場所で力を発揮する。こうした考え方を「シェアド・リーダーシップ」といいます。
	　私は、「生徒全員が主役」という本校のスローガンにも、同じような意味があると思っています。２学期、もしよかったら、例えば次のことを意識してみてください。
	１ 「こうしたい」をもってみる
	　例えば、「今日は自分から挨拶してみよう」「この行事でこれをやってみたい」大きな目標でなくて構いません。自分の気持ちを誰かに伝えてみる。それも、自分の学校生活をつくる一歩です。

	２ 誰かの「こうしたい」を応援する
	　友達が何かをやってみようとしていたら、「それ、いいね」「手伝うよ」と一言かけてみる。立派なアドバイスはいりません。誰かの挑戦を認めることも、大切なリーダーシップです。

	３ 自分から小さく動いてみる
	　例えば、自分から挨拶をする。ゴミを一つ拾う。困っている人に声をかける。そんな小さなことで十分です。
	　手探りでも、自分のペースで大丈夫です。そして、誰かのペースも大切にしてください。「生徒全員が主役」というのは、みんなが同じように頑張ることではありません。一人ひとりが、それぞれの場所で、自分なりに学校に関わっていく。その集まりが、大洗高校の毎日になっていくのだと思います。２学期、学校でみなさんに会えるのを楽しみにしています。





